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　肺機能検査は、肺の容積や呼吸器の病気を調べる検査です。肺の病気が考えられるときだけでなく、人間

ドックや健康診断、手術前などにも行われるので、経験した方も多いかもしれません。

▪検査の方法

　まず身長と体重を測ります。肺活量は年齢・性別・体格によって変わるので、検査前に身

長・体重を測定して予測値を計算し、これと実際の測定値を比較します。

　次にスパイロメーターに繋がったマウスピースという筒を口にくわえます。鼻から息が漏

れないように鼻をつまんだら、技師の声掛けにあわせて口だけで呼吸をしていきます。

　この検査は息を胸いっぱいに吸ったり、勢いよく吐き出したりするので、検査を受けられ

る方の協力と頑張りがとても重要になります。

▪検査でわかること

　「肺活量」　ゆっくりと最後まで息を吐ききったところから、胸いっぱい吸い込んだところまでの空気の量

のことです。最初に計算した予測値の80％以上あれば正常です。肺活量が少ない場合は肺が硬

く拡がりにくくなっている可能性があります。

　「１秒率」　胸いっぱい吸い込んだ息をできるだけ勢いよく吐ききったうちの最初の１秒で吐き出した空気

の割合で、70％以上を正常とします。１秒率が低い場合は、気道が狭くなって息を吐き出しに

くくなっている可能性があります。

主任臨床検査技師　土居　祐子

仁淀病院から

のお知らせ 肺機能検査ってどんな検査？
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　日本の自殺者は毎年２万人を超えています。
　自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、個人の問題ではなく、防ぐことのできる
社会的問題として認識されるようになりました。
　自殺を防ぐために、あなたにできる行動があります。

つらい思いを一人で抱えて
いませんか？　

大切な家族のことが心配で…
自分のこと、身近な人のこと、

悩みを抱えているときは、
あなたの話を聞かせてください。

保健師が相談に応じます。

　   ３月は自殺対策強化月間です

検 査 は ス パ イ ロ メ ー
ターという機械を使っ
て行います。
ス パ イ ロ メ ー タ ー は
吸ったり吐いたりした
息の量やスピードを測
ることができます。
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眠れない、食欲がない、
口数が少なくなった…

「いつもと違う」サインに

早めに気づくことが大切です

早めに専門家に相談するよう促す

落ち込みがひどかったり、自分を傷つけて
いることが分かったりした時は、自分だけ
で解決しようとせず、周りや専門家への相
談を勧めてみましょう

本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける
本人を責めたり、安易に励ましたり、相手
の考えを否定することは避けましょう

声掛けの仕方に悩んだら…
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